
蒲田駅周辺のまちづくり等に関する意見書 

 

 世界の都市間競争が一層激化する中、東京の持続的な発展に向け、空の玄関

である羽田空港の機能強化が国政上の課題にも挙げられている。国内外から多

くの人々が訪れる羽田空港周辺、及び羽田空港から一番近いターミナル駅であ

る蒲田駅周辺双方のまちづくりは、東京全体の中でも重要な位置付けにある。 

蒲田駅周辺は言うまでもなく大田区の中心拠点であり、更なる発展を目指す

必要がある。しかしながら、戦災復興の土地区画整理事業により形成された蒲

田駅周辺のまちは、航空法に伴う建築物の高さの制限からも高度利用が難しく、

まちの機能更新が図りにくい状況にある。また、完成から約半世紀が経過した

駅舎・駅ビルは、耐震補強は行ったものの、建て替えの時期が確実に迫ってい

る状況にある。 

一方、近隣の川崎、武蔵小杉、二子玉川等では、再開発と連動した駅ビルの

再整備が大々的に行われ、品川や高輪ゲートウェイ等の駅においても多くの開

発が進められている中、このままでは蒲田のまちの衰退は避けられないのでは

ないかと心配する声を地域からも多く聞いている。大田区の最重要課題の一つ

である、蒲田駅を含んだまち全体の機能更新を図るには、駅ビルや交通結節機

能等と連動した整備を行うことが最も効果的である。 

現在、大田区は、先述した駅ビルの再整備の必要性に加え、路線整備につい

ては新空港線の整備事業を目指していることから、蒲田のまち全体の機能更新

を図るには、絶好の条件を備えている。 

蒲田駅は、東京における土地利用に関する基本方針で、地域特性に応じた都

市機能の集積が求められる「枢要な地域の拠点（仮称）」に位置付けられてい

る。また、新空港線は、渋谷、新宿、池袋等の副都心とのアクセスが向上する

ことから、東京都が策定した「都市づくりのグランドデザイン」に明記された

羽田空港へのアクセスの充実に寄与する。これらを踏まえると、新空港線と蒲

田駅は、東京都にとっても重要であることは明らかである。さらに、国の答申

の中でも双方がそれぞれ「国際競争力の強化に資する路線」と「国際競争力の

強化に資する駅」に位置付けられている。このことから、新空港線と蒲田駅を

連動させた蒲田のまち全体の再整備は、大田区全体の活性化やにぎわいに繋が

るだけでなく、東京都にとっても重要な整備となり、その必要性が認められる

ところである。 

 今後、大田区の悲願である蒲田駅周辺のまちづくりを進めるにあたり、航空

法の制限や事業用地の不足などの課題解決はもとより、新空港線の整備を契機

に沿線住民の理解を得ながら、効率的かつ効果的に進めていくために行政、関



係事業者、地域が知恵を出し合い、共に連携を強化することが必要である。そ

のため、東京都として下記の事項について取り組むことを強く求める。 

 

記 

 

１ 東西自由通路、駅前広場、駅舎・駅ビルなど基盤施設等の機能更新に必要

となる各種制度の活用に対する支援 

２ 東京における蒲田の役割・機能、並びに地域の実情を踏まえた「都市計画

区域の整備、開発及び保全の方針」等への適切な位置付け 

３ 新空港線整備に対する都の財政的支援及び都市計画事業としての位置付け 

４ 都市高速鉄道整備事業の都市計画交付金対象事業としての位置付け 

５ 新空港線整備主体に対する出資金の特別区財政調整交付金対象としての

位置付け 

 

 以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。 
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